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ア メ リカ旋行 の 目的に関する 一 考察
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序
シ ャ ト ー ブリア ン Fr anSois Re nide Chate aubriandは 1 79 1年 4月 に
渡米 し､ 同年 1 2月 まで現地に滞在して い る o 決 して長期間とい うわ けで は
な い が ､ 帰仏後の彼の活動を見て い くと､ こ の訪米が彼の活動の大きな転換
期とな っ たと言える . こ の アメリカ体験により シ ャ ト
ー ブリ ア ンは多大な影
響を受けた｡ 本小論で は､ なぜ彼が祖国フ ラ ン ス を離れる こ とを決意し､ な
ぜ 渡航先にアメ リカを選択したの かを考察 して い くo
ア メリカ に渡航 したとき ､ 彼は 二 十三歳の若さであるo まだ時代は
1 9世紀を目前として い る頃､ 一 人の 青年が単身異国 - と渡る こ とは決 して
容易な こ とで はな い ｡ 航海技術も発達 し､ 蒸気船も登場 して はい るが ､ まだ
まだ安楽な旅行 で はなか っ た o その ような環境下 で ､ この青年は危険を冒し
･ て まで もア メリカ に渡る決心をした の で ある｡ 彼は新世界アメ リカに つ い て
どの ようなイメ ー ジ を抱い て い たの で あろうか o 彼の アメリカ旅行の目的を
探 っ て い く こ とに しよう｡
1 フ ラ ン ス か らの 逃亡
革命が勃発し､ フ ラ ンス 社会がまさに混乱､ 喧騒の裏只中にあ っ た
1本稿は､ 20 00年度修士論文 ｢『アメリカ旅行記』 に見るシ ャ ト ブリア ンの アメリカ体験
二 つ の世
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時､ シ ャ ト ー ブリ ア ン はパ リに滞在して い た. フ ラ ン ス 革命は､ フ ラ ンス 市
民が待ち望 み ､ 自らが立 ち上 げた大運動 で ある｡ もちろん彼らは こ の革命に
より､ 自由と平等とを有する こ とがで き る と確信して い たで あ ろう｡ しか し
ながらシ ャ ト ー ブ リ ア ン が バ ス チ ー ユ 陥落の 数日後にパ リで 見た光景は凄惨
たるもので あ っ た ｡ 彼はその光景を回想錬 の中に描写して い る｡
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旧体制を打破し､ 市民が自由や平等に向けて闘 っ て き た結果､ 目に
したもの が ､ ただ単に残酷な大虐殺劇の幕開けだ っ たとは ｡ 旧体制支持者た
ちの首を次々 とはね ､ そ の首を持ち､ 街中を闇歩し､ 勝利 を祝福しあう群集
2
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たちの光景を目の当たりに したの で あるo 革命 の果て には真の 理想社会があ
るはずだと妄信して い たシ ャ ト ー ブリ ア ン に と っ て ､ こ の 残酷極まりな い状
況を生み出 した革命は失故に終わ っ たと しか思 えなか っ たはずであるo そ し
I
て こ の 革命を推進 して い た進歩主義的な思想に対して嫌悪感を募らせ て い く o
自分が正 しい と信 じて歩んで きた道が ､ 逆に社会を退廃 ヘ と導い て しま っ たo
そう思 っ た彼は､ この描写の 後すそにこ う記して い る o
ce stete s, et d
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3
こ こ には政治的立場の変化がは っ きりと語られて い るo 革命に希求
された自由とは旧体制支持者の首をはねて歓喜する こ とで しかなか っ た o 自
分が求めて い る自由は ､ こ の 事命によ っ て獲得する こ とは不可能であるo つ
まりシ ャ ト - ブリア ン は､ こ の事命の結果が自分の期待して い たもの とはま
っ たく異なる こ とを知り､ 暴力的な革命に見切りを つ けるo 共和主義者と し
て 革命を支持 して きた彼が ､ そ の活動の限界を知り､ 絶望 に陥 っ て しまうo
凶暴化 し､ 狂乱に陥 っ た祖国から逃亡しようとする心情に駆られ て い くo 残
酷とは無縁の地 ､ Bo n Sa u v age (善良なる未開人) の彼方を求める別世界
へ
の憧慣 へ とつ なが っ て い く｡
こ の 凄惨な革命から逃れる ことが ､ まず頭に浮かんだo 自分の追求
した理想に裏切 られた彼は ､ ｢どこ か遠い 国 へ + とい う表現を用 い て ､ 自分
3
M. 0.T. , T.1, p.17 1
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の 無念さを表して い る｡ どこ で も い い ､ とにかく こ の 悪夢から立ち去りたい ､
とい う心の 叫びと して読む ことがで きる. 地 方の - 貴族と して育 っ た彼は ､
没落して い く貴族階級め倦怠感に病み疲れ ､ 期待 して い た新社会 の確立を社
会に踏み に じられた絶望感と孤独感に苛まれて ､ 厭世観が募 っ て い たで あろ
う｡ こ うした世紀病的特質を､ 彼は時代の中で身につ けて い き､ こ の 時期の
社会的喧騒によ っ て 増大 して い っ たに違 い な い ｡ こ う して社会に対する嫌悪
の念を強めて い っ た彼は革命後の社会を放棄し､ どこ か人 の い な い と ころ に
身を隠そうと考えたの で はな い か｡ こ の 世紀病的心情を端的に表 して い る箇
所が､ 彼の小説 Re n e
'
の 中にある｡
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こ の よう に､ シ ャ ト ー ブリ ア ンが心血 を注い で求めて きた社会的革
新が､ 結局 は無駄に終わ っ て しま っ た こ と､ 自分が革命に追求して きたもの
が､ 世間には通用 しな い こ とを知り ､ 革命 へ の 思い を断つ とい う自己否定 -
4
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･
は1 8 0 2年に Ge
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niedu C hristia nis m eに Atala と共に付 して発表された短編小説で ある ｡ こ の作
品は彼の自伝的要素が強い と言われてい る ｡
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と発展 して い く ｡ さ らに ､ 全て の も の からも自己を否定され る こ とは､ そ の
まま社会に対する嫌悪 へ とつ なが っ て い く ｡ こ う した自己否定や社会 の嫌悪
から逃れるためには､ 現実社会から脱出 し､ 孤独 の うちに生 きる こ とが､ シ
l
ヤ ト - ブリア ン に残された唯 一 の道で あ っ た . こ の フ 一 口 ン と ベ ルチ エ の 首
を掲げて 町を練り歩く残虐非道な徒党の姿と ､ 彼 の世紀病的心情とが､ 彼に
フ ラ ン ス から離れる決心をさ せ たの である｡ 『ア メ リカ旅行記』 の序論で も
彼は述 べ て い る ｡
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共和主義者として の シ ャ ト ー ブリア ンが抱懐して い た革命像は､ そ
の後恐怖政治 へ と足 を踏み入れて い き､ 暴力行為 へ と暴走して しま っ た急進
共和主義者の も の とは意見を異として い た｡ フ ラ ンス で は､ 彼が求める革命
は実現しなか っ た｡ 最後の 一 文に記されて い る よう に､ 自分 の 想い描い た革
命像を追 い求め､ 自分 の想定して い た革命と実際の革命との大きな隔たりを
取り除こ う と､ 真の革命を夢み て ､ 1 7 91年にアメ リカ へ と旅立 っ て い く
ので ある｡
しか しこ こで シ ャ ト ー ブリア ンは 明白に ､ アメ リカ に真の革命を追
5voyage enAm e
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求するとは語 っ て い な い ｡ 確か に こ の事件は フ ラ ンス か ら離れ ､ 他の 国に逃
がれ よう とする要因に はな っ たが ､ で は どう して アメ リカ へ と彼は渡 っ て い
く の で あろうか｡
2 新興国ア メ リ カ ヘ の 興味
一 言で ア メ リカ と言 っ て も ､ こ の 当時の ア メ リ カは 1 7 7 6年に独
立 したばか りの 新興国で あり ､ まだ国家として揺藍期にあ っ た ｡ しか しアメ
リカが フ ラ ン ス に与 えた影響には多大なもの があ っ た ｡ ア メ リカ独立当時､
もちろん フ ラ ンス にも革命の気運が盛り上が っ て い た ｡ 王権神授説は啓蒙思
想の拡がり に より崩れ､ 王政脱却がうたわれ ､ 共和政を求める動向が強くな
っ て い た ｡ こう した政治的変動を求めるに至 っ た原動力として ､ 民主主義理
念をかかげ､ 一 足先に自由を勝ち取 っ て い たアメ リカの独立は ､ フ ラ ンス 国
民に大きな力を与えた｡ も ちろん啓蒙思想に触れて い たシ ャ ト ー ブリア ン自
身もアメリ カの 独立を祖国で の革命 へ の 足掛かりと考えて い たで あろう｡ つ
まり ､ 独立 したばかりの新興国と い っ て も､ アメリ カが フ ラ ン ス に与えた影
響は大変大きなもの で あ っ た6. そ して 1 789年の革命を迎える の であるo
当時の フ ラ ンス に と っ て ､ アメ リカ は フ ラ ンス革命推進の活力源だ っ たと言
えるだろうし､ 当時の フ ラ ンス は アメ リカに 一 種の憤慨を抱い て い た とも言
える｡ しか しフ ラ ンス 革命はシ ャ ト ー ブリア ンにと っ て は ､ 予想外の結果を
もたらすこ とにな っ た｡ 彼の頭 には別 の革命が浮かんで い た｡ それが アメリ
カの独立であるo ク リス チア ン ･ バ ザ ン Christian Ba zin はその著書7の中で ､
ア メリカ渡航の要因を い く つ か列挙して い るが ､ 最初 に挙げて い る の がアメ
6 アメリカ独立 の フ ラ ンスに与えた影響に つ い ては､ D ･ モ ルネ 『フ ラ ンス革命の知的起源』 上下巻､
坂田太郎 ･ 山田九朗監訳､ 勃草書房､ 1969 に準拠 した｡
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リカ の独立である｡ フ ラ ンス 革命の 二 十数年前に勃発したアメ リカ の独立運
動は､ 先述 したよう に､ フ ラ ンス 革命を推進する人 々 に大 い に 勇気を与えた｡
ま た独 立戦争で総司令官として英雄となり､ フ ラ ンス 革命の年にアメリヵ合
l
衆国初代大統領に就任 したワ シ ン トン や独立軍に参加して戦 っ たフ ラ ン ス 人
ラ フ ア イ エ ツ ト La Fayette
8は フ ラ ンス で 人気を博したと､ 述べ て い る .
こ う して新興国アメリカは､ 大 い に フ ラ ン ス 国民 の 関心をそそ っ た｡ 自由と
平等を - 早く手 に入れたア メ リカに対し､ 祖国の 革命には裏切 られたシ ャ ト
ー ブリア ンは興味を膨らませ て い っ た ｡ フ ラ ンス で は自分の 理想的国家が成
立 し得ない と判断した彼は､ 独 立 して間もなく､ 共和制国家を形成したア メ
リカに関心を寄せ る｡ 果 た して ア メリカにはい かなる社会体制が存在し､ ど
うい う人間が住んで い るの か ､ 彼は再度期待に胸を膨らませ て い た｡ そして
その 独立戦争の 立役者で あ る ワ シ ン トンと対談する ことを夢見 て い た0
ま た彼の 父親で あるル ネ ･ オ ー ギ ュ ス ト Re n6- Augu ste は船主で あり､
遠洋航海によ っ て財をな した人物で あ っ た｡ 父親はアメ リカ へ も航海して い
る. シ ャ ト ー ブリア ンは父親からも アメリカ話を聞かされて い たと推測で き
る｡ 彼 にと っ て アメリカは遠い異境の地 ではなく ､ すで に身近な国で あ っ た
l と思 われる｡
3 未開 ･ 自然 へ の 憧れ
シ ャ ト ー ブリ ア ン を旅 へ と駆り立て た要因として ､ ク リスチ ア ン ･
バ ザ ン が挙げて い るの は､ 孤独や自然に対する シ ャ ト ー ブリア ンの空想的な
7ch ristian Bazin , Chate a ubrt
'
a ndenAm e
'
riqu e, pp.50
-51
,
TableRo nde,I 96 9
&LaFayette(Mariejoseph Pa ul Yve sRoch Gilbert Motier, marquisde)17 57-1i 35は､ フ ラ ン クリンと親
交があり､ 独立軍を援護するためにアメリカに渡り､ バ ー ジ ニ ア の隊に加わ っ て い るo 帰仏後､ 政府
にアメリカ独立戦争に公式援助を出すこ とに貢献 ｡ 1 7 8 0年に再度アメリカ ヘ 渡り､ 少将に任命さ
れる｡
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興味である ｡ 前述したように､ シ ャ ト ー ブリ ア ンは､ 暴徒 に踏みにじられた
祖国へ の 嫌悪 から社会を拒絶するよう にな っ た ｡ 世紀病的気質も伴 っ て ､ 社
会か ら身を隔て ､ 孤独で い る こ とを望 むようになる｡ こ の ような彼の欲求を
満たす手段として ア メリ カが選ばれ た の で はない か､ と い う こ とで ある｡ 当
時の アメ リカはヨ ー ロ ッ パ か らの移民者が植民地を築 い て い た ｡ 東海岸には
ヨ ー ロ ッ パ 文化が随分と浸透し､ 都市部は十分に発達して い たが､ ア メリカ
全 土か らすると､ ごく 一 部の 地域だけしか開かれて い なか っ た ｡ アメ リカは
シ ャ ト ー ブリ ア ン に と っ て ､ 人間の 辛が介入して い な い 未開の 地 ､ 広大な処
女地 で あ っ たに違 い な い ｡ また彼が啓蒙思想に傾倒して い た頃､ ジ ャ ン ･ ジ
ャ ッ ク ･ ル ソ ー Je anーJa cqu e sRo u ss e a uを精読して い た こ ともあり､ BonSa u v age
の 概念を彼が持 っ て い た とも考えられる｡ 彼はル ソ ー が措 い た未開人たちの
姿を念頭におき､ 実際の未開人との遭遇を試みたに違い な い ｡ 事実彼はアメ
リ カ旅行におい て ､ 未開の 地 に入 り込み ､ アメ リカ ･ イ ンデ ィ ア ンたちと交
流して い る の で あ る ｡ 単にアメ リ カの政治体制だけに興味を持 っ て い ただけ
で なく ､ アメ リカの未開の 地 にも興味を示し､ 旅行の 行程に入れ て い る こ と
か ら考えると､ 彼の 中には まだル ソ ー が描い た未開社会の存在が残像として
あ っ た の で あろう. とこ ろが､ 彼は ､ 後に著した小説 Atala で ､ ル ソ ー に対
して真 っ 向か ら否定する言葉を残して い る｡
Au re ste
, Je n e S uis point c o Ⅱ 皿 eM . Ro u s s e a u, n e nto u sia ste de s
Sa u v age s;etqu o lqu ej
'aiepe ut-etr e a utanta m eplaindr edela s o ciiti, qu e c e
philo s ophe a v aitas
'
e nlo u er
,Je n e C r Ois pointqu elapu r e n atu r e s oitlaplu s
belle cho se du m o nde. Jel
'
aito ujo u rstro uvie fortlaide, parto ut o心j
'
aie u
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1'o c c a sio ndela v oir･ Bie nloind'etr ed'opl nl On qu el
'
ho m m equ lPe n S e S Oit un
a nim alde
'
pra v e,je Cr Ois qu e c
'
e stlape n siequifaitl
'ho m m e. Av e c c e n otde
′ ●
n ature
,
o n ato utperdu. Dela le sdetails fastidie u xde mi lle r o m an s oも1
'
o n
l
dicritjusqu
'
atlbo n netde n uit, et 良1a r obe de ch ambr e;㌔de lac e sdr am e s
infam e s
, qu l O nt S u C C6dia u x chefTs-d
'
a u v r ede sRacin e. Peign o n sla natur e,
m aislabelle n ature :1
'
artn edoitpas s
'
o c upe rdel
'
i mitatio nde s m o n str e s.9
こ の ように彼は 『ア タ ラ』 の 序文 の中で ､ ル ソ ー に対する自然観を
否定す る こ とになる｡ シ ャ ト ー ブリ ア ン が啓蒙時代に吸収 して い た知識を活
用し､ 未開たると こ ろに真の 人間の自由が存在して い るの だ､ と信じて い た
こ とは確かであ る し､ その 知識を確証する目的があ っ たと考える こ ともで き
るが､
.
18 0 1年に刊行された 『アタ ラ』 の 序文にお い て ､ 上記の よう に記
して い る以上 ､ 単に それだ けで済ま せ て しま っ て は多少安易過ぎる｡ も ちろ
ん 1 80 1年の時点で ､ シ ャ ト ー ブリ ア ン の 態度はすで に革命派から反革命
派 へ と転 じて い るため､ この ル ソ ー をは じめとする啓蒙主義批判は理にかな
つ て い る と言える. 同じ序文の 冒頭で彼は､ ｢J'6tais e n c o retesje un e,lo rsqu eje
c o nsu sl
'idiedefair el'e
'
pope
'
edel'ho mm edela n atu re, oudepeindrele s m(王u rSde s
Sa u v age s, . . .
10
+ と記 して い る ｡ 彼がま だ啓蒙思想に傾倒して い た年若い 頃に
は､ 彼はル ソ ー 的な自然を描き出すこ と こ そが､ 真の 自然を描く こ とだと考
えて い たの であろう. しかしこの言葉をす(i に彼自身否定して い るo
9Atala, ,d ams O･RIV･ , T･l,p･1 9
0. R
,
V.(196 9)にはこ の箇所に ｢Id e e nc o ntradictio nav ecl'in te ntion, e xprimee au d ebut,d'ec rir el
'
e
'
pop6e de
l
'
ho m m edela n atu re. L
'
aute w a vait6v olu6e ntrele m ome nt oもilco nptl
'
∝uvres ousl
'
innue ncedesidiesdeJ. I
J. Ro u s se a u, etc eluioBil la realisa,apr色s sa conve rsion.+ という注が見られる ｡
10Atala･ , daJIS O･R･V, , p･16
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･ ･ ･ ; m atsj'ape rgu sbie nt6tqu eJe m anqu aisde s v r aie s c o ule u r s, etqu esi
Je V OulaisfTair e un eim age s e mblableil fallait, al
'
exe mple d
'
Ho mere
,
visiterle s
peuplesqu eJe V O ulaispeindr e.
11
つ まり彼は 1 8世紀の書物に通 じており､ その思想を信奉して い た｡
と ころが ､ そ こ に描かれて い る世界はあくまで も実社会から逸脱して い る書
物の世界で あ っ た､ と い う こ とを革命 の失敗からシ ャ ト ー ブリ ア ンは学習し
て い る｡ 実際の 未開を知らずして ､ 自然を賞賛す る ことは彼にはで きなか っ
た｡ ･それ故自らその未開に足を運び ､ 真 の 自然を措きた い とい う欲求が湧き
出て く る の で あ る ｡ 真の 自然を訪れて ､ 真の 自然を自分で体験する こ とを彼
は願うようにな っ て くる. ル ソ ー とは違い ､ 自分 は実際に純粋な自然の中に
身を置く こ とで ､ 真の 自然を発見しようとするので ある｡
こ の よう に社会から､ 世間か ら逃亡し人知れず孤独に身を潜めよう
とする考えと ､ ル ソ ー が提唱した未開社会が現実には どう いうもの なの か､
未開が人間の 理想郷に値す るの も なの か どうかを確認し､ 実際の未開社会が
い かなるも の な の か を描写 しようとするシ ャ ト ー ブリア ンは新興国ア メ リカ
が自分にと っ て最も都合の良い場所である と考えたの で あろう｡ アメ リカの
自然は ､ フ ラ ンス に絶望して い た彼にと っ て 唯 一 の逃げ場で あ り､ 唯 一 希望
を約束してくれる理想郷で あ っ た ｡ さ らにアメリカは無数の謎を秘める未知
の 大地で あ っ た ｡ 彼は必然的に渡米の決心を固めたの で は ない だろうか｡
u Atala ･
,
dams O･R･V･ ,p.16
- 112-
4 マ ル ゼ ル プ との対話による博物学的関心
クリ ス チ ア ン ･ バ ザ ン が最後に挙げて い る理 由と して ､ マ ル ゼ ル ブ
との 対話がある｡ マ ル ゼル ブは絶対王政下で ､ 啓蒙思想家の著作の出版に尽
l
力 した出版統制局長で あり､ またルイ十六世時代に は大 臣職に就い て い ただ
けで なく ､ シ ャ ト ー ブリア ン の兄が彼の孫娘で ある アリ - ヌ ･ テ レ ー ズ A11in e
Th6res e と結婚 して い たため ､ 身内として も交流して い たの で ある o シ ャ ト
ー ブリア ン は彼に対して ｢Il itaitpleinde s cie n c e, depr obitietdec ou r age;12(彼
は学識､ 誠実さと熱意に溢れて い る｡)+ と賞賛 の言葉を並 べ ､ 尊敬の 念を表
して い る ｡ シ ャ ト ー ブリ ア ン は彼と数多く会話を交わし､ その 話題は政治か
ら植物学や地理学にも及んで い る. シ ャ ト ー ブリア ン は ､ 彼 の 博物学の知識
に感嘆し､ 徐々 に興味を覚え､ 自らも勉学を始めた｡
. . . ; n o u spa rlio n sde botaniqu e etde ge ogr aphic, s ujetsfavoris de se s
′
c o n v er s atio n. C
'
est e n m
'
e ntr ete n ant a v e cluiqu eJe CO n9uSl
'id6e de fair e un
●
v oyagedam sl
' Am 6riqu edu N ord, po u rdic o u vrirla m er vu eparHe am e etdepu lS
parM a cke n zie･
13
シ ャ ト ー ブリア ンが こう語るほど､ マ ル ゼル ブの影響は多大であり､
そこ か らアメ リカ旅行 へ の 新たな 目的が誕生した｡ 事実､ アメ リカ に渡 っ た
シ ャ ト ー ブリ ア ンは､ 『ア メリ カ旅行記』 の 中で多く の ペ ー ジをア メリカの
博物誌に割き､ アメリカの動植物を詳細に観察した成果を旅行記の中にまと
めあげて い る｡
12
M ･0･T･ , T･l,p.14
13
M ･0･T･ , T･1,p･1 45
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こ の ように ､ 様 々 な要因が絡まり､ シ ャ ト ー ブリ ア ン の ア メリ カ族
行は現実の もの となる｡ そ して シ ャ ト ー ブリ ア ン はア メ リカ旅行 の準備計画
を マ ルゼ ル ブ ととも に行 っ て い た ｡ 彼はその時の模様を回想錬 の中に記 して
い る ｡
M ･ de M alesherbe s m e m o ntaitlatete s u r c e v oyage. J
'
allaisle v oirle
m atin ;le n e z c ol16s w des c arte s, n o u s c o mpario nsle sdi舵r e nts de s sin sdela
c o upole a rctiqu e;n o u supputio n sle sdistan c e sdu detr oitde Behring a ufo ndde
la bale d'Huds o n; n o u slisio n slesdiv e rs r6cits de s navigate u rs et v oyage u rs
anglais, hollandais, e spagn ols, fr an9alS, ru S S e S, uidois, dan ois ; n o u s n o u s
e nqu e n o n sde s chemins a s uiv r epar terr epo u r attaqu e rle riv age de la m e r
′ ●
polaire; n o u sde visio n sdesdiffic ult6s as u rm o nter, despr e c a utio n s apr e ndr e
′ ヽ
c o ntr elarigu e u rdu clim at,le s as s a utsde sbate s etle m anqu ede viv r es.
14
シ ャ ト ー ブリ ア ン は マ ル ゼ ル ブと共に ､ 自分 の 思 い 描く ア メ リカ へ
の 旅行計画をより具体的に策定して い っ た ｡ こ の ような マ ル ゼ ル ブとの対話
の中から､ アメ リカや旅行に関する知識を吸収し､ 新世界 へ の期待を膨らま
せ
､ 彼はアメリ カ旅行により 一 層思 い を馳せ て い っ た . さ らに､ マ ル ゼル ブ
は彼に語る｡
((Sij
'
6taisplu sJe un e,JePartirais a v e c v o u s,Je m
'ipa rgn efaisle spe cta cle
qu e m
'
o飴e nticitantde crim e s
,
delachet6s etdefolie s･ M aisa m o m age, ilfa ut
∧
I4
M ･0･T･ , T･1,p.1 88
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m o urir oもl
'
o n e st･ Ne m a nqu e zpasde m
'icrire par to u sles vais s e a u x, de m e
m ander v o spr ogre s et v osd6c o u v ert s :jele sfe r ai valoir a upres de s ministres.
ヽ
C
'
estbie ndo m m agequ e v o u s n e s a chie zpaslabotaniqu e!})
15
シ ャ ト ー ブリア ン 同様､ マ ル ゼ ル ブも当時の フ ラ ンス 革命下 の社会
混乱 に対して嫌悪感を覚え ､ ア メリカ渡航 の夢を抱 い て い た こ とがわかる｡
しかし老年ゆえに実現で きな い その希望を ､ まだ青年で あ っ た シ ャ ト ー ブリ
ア ン に託 したo 彼の 希望を引継(> 者として ､ シ ャ ト ー ブリ ア ンの ア メ リカ渡
航目的に､ ア メリカにおける動植物の調 査が加わ っ た ｡ マ ル ゼ ル ブにより､
植物学に対する知識不足を指摘された シ ャ ト ー ブリア ンは､ そ の後す(h にト
ゥル ヌ フ ォ ー ル 16､ デ ュ アメ ル17､ ベ ル ナ ー ル ･ ド ･ ジ ュ シ ュ ー Ii､ グリ ュ -
19
､ ジ ャ ツ カ ン20､ ル ソ ー の事典､ 植物誌の入 門書を読み漁り､ マ ル ゼ ル ブの
期待に凍えるよう勉強を始め､ 自らをリ ンネ21だと思う ようにな っ た､ と回
想録に記 して い る｡ マ ル ゼ ル ブに刺激を受け､ 勉学に励んだシ ャ ト ー ブリア
ン は マ ル ゼ ル ブ と約束 した通 り に ､ アメ リカ旅行中に彼宛の 手紙22を三 通送
つ て い る . そ の 書簡の中でもは っ きりと ｢Jetachede r am as s e rde splantes; m ais
je n e m
'
y c o n n aisgu色r e, et o n s e m oqu er ade m oi.
23
+ とマ ルゼ ル ブに報告 して い
15M･ 0･T･
,
T･1
,p.18 8
16
To u mefort(Joseph Pitto nde)1 65 6-1 70 8 フラン ス の植物学者､ 康行家o Jardin du Roi(現パリ自然誌
博物館) の植物学教授｡
17
Duh am el- Du m o nc e a u(Henri･Louis)1 70 0-1 782農学者
18
Be m arddeJussiet116 99-1 77 7 Jardin 血 Roi の実験教師｡
19 Grew (Nehemiah)16 61-1 71 2イギリス の植物学者. 植物解剖学の 先駆者の ひとりo
20
Jacquin 植物学者
21Linn6(Carlv on)17 07-177 8 スウ ェ ー デ ン の博物学者､ ウプサラ大学教授､ 作家｡ 生物分類学の 方法
を確立｡
22co rr e spo nda n cege
'
n e
'
r aleI, Gallim ard, 1977,p.60にはシ ャ ト ー ブリア ンがアメリカ旋行中にマルゼルア
に宛てた手紙は三通存在すると記されて い るo 唯 一 現存する書簡に､ フ ィ ラデル フ ィ アと ニ ュ ー ヨ ー
ク から手紙を発送 して い る､ という記述があるが ､ そ の 残りの 二通は発見されてい ない ｡
23co rr e spo nda n c ege
'
n e
'
r ale1, Gallim a rd, 19 77,p160
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る ｡
シ ャ ト ー ブ リア ンは ア メ リ カ旅行の 目的に､ マ ル ゼ ル ブと の 対話の
内に目覚めた新たな興味､ ア メ リカにお ける博物学研究を取り入れた｡ そ し
て それは彼にと っ て ､ 自然の雄大さ､ 神秘 を知る大きなき っ か けにな っ て い
つ た ｡ 彼が ヨ ー ロ ッ パ やと りわ けア メ リカで勉強し､ 習得 した植物学や動物
学などの知識は ､ 単に 『ア メリカ旅行記』 の 一 部分に紹介されるにとどまら
ず､ 彼が 1 80 2年に発表した 『キリス ト教精髄』 第 一 巻第玉章 ｢自然 の驚
異により証明され る神の存在+ にお い て も大 い に発揮され てお り ､ 自然が生
み出した動植物の 生態や特徴を事細かに記し､ 自然 の神秘と神 の神秘とを融
合させ る論拠と して 利用 して い る｡ さ らにアメ リカを舞台とする小説の中に
も数々 の北米固有の 動植物が登場し､ ヨ ー ロ ッ パ とは異なる大自然ア メリカ
の描写に 一 役買 っ て い る . マ ル ゼ ル ブの影響により培われて い っ た動植物学
の知識は､ その 後の シ ャ ト ー ブリア ンの 文学作品中にそ の片鱗を示して い る .
動植物 の研究が将来の自分 の活動に 大 い に反映す る とは ､ シ ャ ト ー
ブリア ン も予見で きなか っ たで あろうが ､ 少なくとも シ ャ ト ー ブリア ン の 幅
広い好奇心と興味が､ マ ルゼ ル ブ の 下で育まれ ､ 実際に ア メリ カで 現地調査
を行い ､ 博物学的知識を吸収して い こ う とした彼の意志は見て取れる｡ ア メ
リカ旅行 の大きな目的の 一 つ が ､ マ ル ゼ ル ブとの対話の中から生まれた こ と
は確かである｡
5 北 ア メ リカ における新路 の発見
こ の目的は､ こ れまで に列挙した目的と比較すると､ 最も実用的な
目的､ つ ま り旅行者と いうよりも探検家として の目的であり ､ 実際にア メリ
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カを訪問する目的の中で最も危険な目的で あり､ そ して シ ャ ト ー ブリア ン 自
身が数々 の作品に記 し､ 幾度となく繰り返 して ､ アメ リカ旅行 の計画 の 主た
る目的だと主張して い る目的で ある｡ 実際に､
Un eidle m edo min ait
,
l'idiede pa ser au x宜tats- Unis :il falait un but
utile a m o m v oyage ;je m epr opo s ais dedic o u vrir(ain siqu ejel
'
ai ditdam s c es
Me
'
m oir e s et dam splu sie ur sde m e s o u v r ages)1e pas s age a u n o rd- o u e st de
I' Am irqu e･
2 4
と､ シ ャ ト ー ブリ ア ン 本人が語 っ て い る よう に､ ア メリカ旅行に は
実用的な目的をかかげる必要性があ っ たの で あろう. - 青年が目的なしにア
メ リカに単身渡る ことはそう容易なこ とで はない ｡ 貴族 の 出とは い え､ シ ャ
ト ー ブリア ン家は 一 地方貴族で あ り､ とりわけ裕福な貴族であ っ たわけで は
ない ｡ 事実､ 借金 の あ っ たシ ャ ト ー ブリ ア ン はその 返済とア メ リカ へ の渡航
費を稼(> ために､ 1 7 9 0年にス トッ キ ン グ販売の仕事に携わ っ て い るo
『ア メ リカ旅行記』 の 序文に お い て ､ 彼は ､ 歴 代の アメ リカ旅行史
をまとめあげて い る ｡ 序文の 中には ､ 様々な探検家たちの北ア メ リカの調査
l
に つ い て 言及して い る箇所が見られ ､ その 中で ､ ｢On ign o rait e n c o re si c e
c o ntin e nts'ite ndaits o u slepale, e n r ejO lgn a ntle Gr oenlando udesterr es a rctiqu e s,
o u s
'ilse te rmin ait aqu elqu eter re co ntigue ala bale d
'
Huds o n et a udetr oit de
Behring
25
+ と記して い る. シ ャ ト ー ブリア ンが旅行を企画 して い た当時､ ヨ
ー ロ ッ パ の探検家たちは北アメ リカに調 査に乗り出して い たが､ ま だ北アメ
24
M･ 0･T･ , T･1,p p･1 8 7-18 8
25
v･A･ ,dam sO･R･V･ ,T･1,p･6 50
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リカ大陸の 地理 の全容は明らかとされて い な か っ た ｡ とりわ け北極地帯を含
む北部の 地理 に関して は 全くも っ て 不 明で あ っ た o マ ッ ケ ン ジ ー 2 6が マ ッ ケ
ン ジ ー 川 を発見 した年が革命と同じ1 7 8 9年だと考えると ､ 当時の最先端
の探検家たちに と っ ても､ 極地探険は これ から進展して い くと こ ろであ っ た ｡
そ こ で 彼は自らが旋行するときに､ い ま だ発見されて い な い 北西 ル ー トを見
つ け出すこ とを旅行の 目的として かか げた の で あろう. しか し 一 人の 青年に
よ っ て達成しうるほど､ 新ル ー トの 発見は容易なも ので はなか っ た . 案の 定､
シ ャ ト ー ブリ ア ンはそ の困難さゆえに､ こ の 目的を簡単に放棄して しまうo
しか し彼が こ の旅行記を発表する 18 2 7年には ､ 極地探険は進み ､ 地理的
状況は明らかにされて お り､ 彼は そ の極地探検の詳細な記録を 『ア メリカ旅
行記』 の序文に記した｡
シ ャ ト ー ブリア ン が企画 した実用的な旅行目的であ る北西 ル ー トの
発見は､ 残念なが ら､ 彼の 手に よ っ て は成し得なか っ た ｡ しか しなが らこ の
目的遂行の ために ､ 彼は マ ル ゼ ル ブと共に北アメリカの 地理 を熱心に研究し､
真剣にア メ リカ の新 ル ー ト発見 に向けて準備を怠らず､ また目的を果たすこ
とがで きなく とも ､ 後にな っ て 明 らかとな っ た情報を綿密に調査し､ そ の地
理的状況と､ 数々 の 探険家たちの探険記録を紹介した｡ 彼が新ル ー トを発見
したわけで はな い が ､ シ ャ ト ー ブリア ンは極地地方を含む北ア メリ カの 地竣
を序文で 明示する こ とによ り､ 未完に終わ っ た目的を､ ある意味､ 完遂しよ
うとしたので はな い だろうか｡
さて ､ これ まで シ ャ ト ー ブリア ン の渡米 の 主 だ っ た目的となるもの
を五 つ 列挙した｡ 再度整理すると ､ (1) フ ラ ンス か らの逃亡､ (2)新興国
26
M a cken zie(SirAle x ander)1764-182 0 ス コ ッ トラ ン ドの旅行家o 1 78 9年に北アメリカ北極地を
探検 し､ マ ッ ケンジ ー 川を発見する .
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ア メリカ へ の興味､ (3)未開 ･ 自然 へ の 憧れ､ (4) マ ル ゼ ル ブとの 対話に
よ る博物学的関心 ､ (5)北 ア メ リカ にお ける新路の 発見 ､ とい う こ とに な
る ｡ 彼の旅行 目的を分析 して み る と､ 個人的目的と実用的目的に大別す る こ
l
とがで きる｡ (1) (2) に関して は シ ャ ト ー ブリア ン個人の感情や当時の社
会的感情から生まれた目的であり ､ そ の 一 方 (3) (4) (5) に関して は､
彼の 後の文学活動に おい て利用 され る､ も しくは実用的成果を残す こ とが可
能な目的で あ る｡ こ う した様々 な目的､ 実用的､ 文学的､ 個人的目的が相絡
ま っ て ､ ア メ リカの 渡航目的の総体をなして い る ｡ 旅行者にと っ て は十分す
ぎ る動機で あろう｡ シ ャ ト ー ブリア ン は､ すで に成功 を収めて い る文人の 一
人と して ､ そ の旅行の模様を､ 旅行記として 発表した｡ 彼の ア メリカ滞在か
ら旅行記発表まで に､ 三十六年間とい う時間の 隔たりが存在して い る｡ シ ャ
ト ー ブリア ンはなぜ 三十六年前の旅行を題材とした旅行記を執筆しようと企
画したので あろうか｡ 彼は何を描写しようとしたの で あろうか｡
こ の 旅行記は単純に三十六年前の旅行の様子 を物語 っ たも の で はな
い ､ とい う こ とは明白で ある｡ で は シ ャ ト ー ブリ ア ンは旅行記をどの ように
とらえて い るの かを見て みたい と思 う｡
.
シ ャ ト ー ブ リ ア ン は冒頭に ｢Le s v oyage s o nt un ede s s o u r c e sde
l'histoir e :27+ と記すこ とか ら､ こ の 旅行記を書き始めて い る｡ シ ャ ト ー ブリ
ア ンは旅行記を新たな歴史を作り出す 一 手段として とらえて い る ようだ｡ し
たが っ て ､ こ の旅行記 の執筆には ､ 新 しい 歴史を創造しようとする意図が存
在して い る と考えられる｡ 果た して彼が作り出そうとして い る歴史とは何で
あろうか｡ その歴史を作り出すの に必要なもの とは何であろうか｡ それを解
27v･A･ , dam sO･R･V･ , T･1,p･61 7
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明で きれば ､ シ ャ ト ー ブリ ア ンが､ 将来自分の 立場を変化さ せて い く要因を
探る こ とが可能にな る｡
話題をシ ャ ト ー ブリア ン の 旅行 の目的に戻そ う. 先ほ どア メ リカ滞
在の 目的として五 つ の もの を列挙 した ｡ これ らの 目的の 中には成果を挙げ得
たも の や放棄せ ざるを得なか っ たも の な どがあ っ たにせ よ､ 旅行 を計画立て
る こ とには事欠かない だ けの目的は揃 っ て い る｡ しか し､ 彼が自分の内的変
化を告白し､ ま た歴史を生み出すもの と して の施行記を執筆して い る点から
考えると､ た とえシ ャ ト ー ブリ ア ン がそれ ら五 つ の 目的を完遂して い たとし
て も､-それだけで は ､ 彼が旅行記を執筆し､ 刊行する動因として 断言するに
は脆弱すぎる｡ またそ れ らを旅行記執筆 の直接的動機として考えな い と して
も ､ 彼の帰仏の原因とな っ た王政支持という保守的な態度 へ の 勢ぃを説明す
る こ とはで きない ｡ こ の ように考えて い くと､ 先の五 つ の 目的以外に､ アメ
リカ に追求しようとして い た もの が ､ もしくはアメ リカに発見しようとして
い たも の が別途存在したの で はな い か ､ と推測で きる ｡ シ ャ ト ー ブリ ア ンが
大きくその政治的立場を変えるこ と を可能にする別 の 目的に つ い て 考えて い
く こ とに しよう｡
6 自由の探究
6 . 1 本小論における シ ャ ト ー ブ リ ア ン の < 自由 > と は
シ ャ ト ー ブリ ア ン の 『アメ リ カ操行記』 に現れる自由観は､ 当時の
政治 ･ 経済的自由の解釈に用 い られ るリ ベ ラリズ ム ､ 自由主義概念で はない ｡
本小論におい て ､ フ ラ ン ス 革命下にシ ャ ト ー ブリア ンが求めた自由は､ 実践
的政治家として彼が掲げた自由思想とは異なるもの と して と らえる こ とに し
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た｡ とい う のは ､ シ ャ ト ー ブリア ンが革命期に探求した自由とは､ 政治的 ･
経済的自由を追求する水準には到達して い ない と考えられるからで ある｡ シ
ャ ト - ブ リア ン の 心中に は､ 民主主義体制下 の自由 へ の悼惜と､ 王政とい う
l
名の 姪桔からの脱却に対す る希求が交差する中で構築されて い っ た､ - 青年
の 荒削りな <自由> の欲求が存在しただけで ある｡ しか し彼が求めた <自由
> の精神は ､ 時流に単純に迎合した社会改革の精神で はな い ｡ フ ラ ンス 全 土
に革命に対する熱気が高まる中､ シ ャ ト ー ブリ ア ン は常に自由の理想を棟索
しつ づ けた｡ 共和政確立とい う大義名分 の下 ､ 王政打倒に没入した革命派と
離別し､ 彼は独自の自由像を追求した｡ フ ラ ンス 革命による自由の獲得の未
に出現した社会を実見して ､ 渡米 を決意 した こ とから判断すると､ 彼が単純
に社会変革を願うフ ラ ンス革命支持者で なか っ たこ とは明らかで あ る0
フ ラ ンス革命勃発当時､ 封建的社会からの脱却､ 身分階級制度の撤
廃､ 個 々人の台頭､ 法による万人 の自由と平等の獲得､ 主権在民が成立する
新社会を､ フ ラ ンス 民衆は熱望した｡ そ こ には自由世界を熱望する民衆の姿
が見られ ､ 根底には純粋に王政 の くび きか ら逃れようとする民衆の願い が集
結さ せ られて い た｡ ｢革命により自由の社会を｡+ と懇願する民衆の姿からは､
硬らが自由の概念とい うもの が全く持 っ て い ない かの ように錯覚 して しまうo
しか し､ フ ラ ンス人 にと っ て の 自由の概念が 1 7 8 9年の革命に端を発し､
誕生 した と安易に理解して しまう こ とに ､ ア レク シス ･ ド ･ トクヴィ ル Ale xis
de To cqu e ville は否定的な態度を示して い る
28
. 彼は ､ ｢フ ラ ンス で は自由の
精神が 17 89年の革命とともに生まれたと信ずる こ とは､ しばしば犯され
て い る大変な誤りで ある｡+ と述 べ て い る ｡ 自由を追求する精神は 18世紀
28 トクヴィル の記述に関して 臥 トクヴィル著 『ア ン シ ャ ン ･ レジ ー ム と革命』､ 井伊玄太郎訳､ 講談
社 ､ 東京､ 199 7に準拠した｡ また引用も全て こ の版に拠 っ た｡
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未フ ラ ンス に突如湧き出た人間精神で はない こ とを証明するために ､ トク ヴ
ィ ル は フ ラ ン ス 革命以前の社会と変革を熱愛する社会とに 区別 し､ そ の それ
ぞれ に在 っ た自由の概念に つ い て 著述して い る｡ 彼に よる と､ ｢1 8世紀末
には ､ 常に フ ラ ン ス 人を特徴づ けて い る自由の精神が著しく発展 し､ その 精
神の特性を全く変えて しま っ た ｡ フ ラ ン ス 人が自由に つ い て も っ て い た概念
に 一 種の 変革が生 じた+ の で あ っ た ｡ 革命により自由が産出されたわけで は
なく､ 以前か ら存在して い た自由の概念が姿を変えて ､ 革命下 の社会に現れ
たの だ と説明づ けて い る｡
革命以前 の フ ラ ン ス にお ける自由 の概念とは ､ 彼 の 言及に依拠すれ
ば､ ｢全 て の 人 々 が自らの 行為にお い て ま たは自ら の 行動 の い くつ か の も の
にお い て 自由で ありた い と欲する こ とは ､ す べ て の人々 が独立 へ の 一 般的権
利を持 っ て い るか らで はな く､ 人々 が自ら独立的で あり続けられる特別 の権
利を持 っ て い る+ とい うも の で ある｡ 革命以前の専制的社会にお い て ､ フ ラ
ンス の 平民は王権に服従し､ 王 へ の 服従に ｢卑劣にならずに服従 した+ とト
クヴィ ル が述 べ て い るよう に､ 当時の フ ラ ンス 人 にと っ て王権は無条件に絶
対服従に相当するも の であ っ た｡ そ の服従の図式は､ 王 と いう よりも 王威に
対す る服従であ っ たと考えられて い る｡ 王威の強大さ の前に平伏すの で はな
く､ ｢王威が慈悲深く正当だと信じて+ い たか ら こそ ､ 民衆は王 に服従して
い た｡ そ の ような社会の枠組 捌 こお い て ､ 民衆は ｢しば しば法律によ っ て 保
護されて い るより以上 に､ 風習によ っ て擁護されて い た+ の で ある ｡ 民主主
義的な自由は､ そ こ には存荏しなか っ たもの の ､ 自由は存在して い たの で あ
る. さ らにトク ヴィ ル も言及して い る ように､ その社会で自由の精神を享宿
する こ とが で きた人々 とは､ 特権階級に属する人々 で あ っ た ｡ こ う した特権
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階級が享有した自由の概念が1 8世紀に入 るとその概念を変化させ て い く と
トク ヴィ ル は語 っ て い る ｡ 当時の フ ラ ンス人が政治臥 経済的な自由精神を
も つ こ とはなか っ たとして も､ 自由と い う概念を保持して い た こ とは明らか
l
で あ る ｡
そ う した革命以前の 自由の概念から変化し､ フ ラ ン ス民衆を革命 へ
と導い た 1 8世紀に突入 して か ら認 め られ る自由の概念を､ トク ヴィ ル は
｢各 々の 人間は自らを導くために必要な知識を自然から受け取 っ て い る o そ
して また､ 各々の 人間は､ 自分 だけに関係ある全て の こ とが らにおい て は ､
自らの 同類着たちから独立して 生活で き るだけの ､ そ して 自らの 思うま まに
自らの 運命を決める こ との で きるだけの 平等な永続的な権利を生まれながら
身につ けて も っ て きて い る+ と規定 して い る o そ こ には以前の自由の概念と
比較すると､ 明らかに個々 人の独立を希求する精神が見られ､ 万 人の 平等を
訴えるようにな っ たo い わば ､ こ う した自由の概念が､ 民衆に存続する王
へ
の 服従の態度を改めるように促 し､ その 民衆の変化と共和政社会確立を目論
む思想が合致し､ 法の下 による自由を追求す る精神が育まれて い っ た o こ の
ような民主主義的自由の追求は､ フ ラ ン ス革命期前後に限定され る こ とな く､
琳前から封建社会制度に異議を唱える思想は誕生して い たo イ ギ
リス の ト
マ ス ･ ホ ッ プズや ジョ ン ･ ロ ッ クが提唱した思想がその例と して挙げられるo
フ ラ ンス で も こ うしたリ ベ ラ リズム と共に､ 啓蒙思想が立ち現れ ､ 王政打倒
の気運を支援した｡ また フ ラ ン ソ ワ ･ ケネ
ー やメ ル シ エ ･ ド ･ ラ ･ リ ヴイ エ
ー ル な どの経済学者も革命の気運を盛り上げた
29
o 1 8世紀に入ると民衆の
自由の概念は､ 革命勃発の方向 へ と転回し､ 革命を折り目とする民衆の自由
29 トクヴィルは ｢経済学着たちは､ 哲学者たちよりも革命の 到来にはあまり貢献して
いな いようであ
る｡ けれども､ ことに経済学看たちの著作のうちで ､ 革命 の真 の性格が最もよく研究され得
るの であ
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の概念に対する変化は､ フ ラ ンス 革命勃発の主動因を根底で支えて い た｡ そ
して ､ こ こ で挙げた 二 つ の 自由の概念こ そが､ 本小論に て検討する シ ャ ト -
ブリア ン がアメ リカ に見た 二 つ の 自由の形で ある30｡
1 78 9 年 の革命を契機 に ､ フ ラ ン ス で 自由追求の精神が高揚した
訳 で はな く､ 革命以前から人々 は自由の 恩恵を受けて い た こ とは ､ トク ヴィ
ル が言及して い る通 りで あ る｡ しかし フ ラ ン ス 民衆がその獲得を革命に託し
た自由とは､ 先述 したような自由 の概念で はなく ､ 社会基盤となる明確な自
由の形､ い わば政治的自由の獲得 であ っ た｡ 人権宣言 の第 一 条 に高々 と掲げ
られたように､ 万人 にお ける自由と平等は法律の前に フ ラ ン ス 全国民 に保証
されたo ジ ョ ル ジ ュ ･ ル フ エ ー ヴル Ge orge sLefe bv reは人権宣言第 一 条 の 冒
頭こ そが､ ｢1 7 8 9年の革命の な しとげた事業を集約したも の で あ り､ 7
月 1 4日と8月 4 日 との 成果 の要約で ある ｡ 人権宣言の残りの部分は､ い う
なれ ば､ こ の冒頭 の 一 句を説明し解説したも の にほ かな らな い ｡ 31+ と記 し
て い る｡ 革命により獲得した法の 下 の 自由は人権宣言の 冒頭に掲げられ ､ フ
ラ ンス に民主主義の理念で ある自由が成立したの で ある ｡
冒頭で述 べ た ように ､ シ ャ ト ー ブリ ア ンの 探求した自由像を考察し
て い く上 で ､ この 革命が築き上げた政治的自由もしくは経済的自由に関する
自由を対象にはして い な い ｡ も ちろんフ ラ ン ス 革命により形成された自由像
を分析､ 究明する こ と は歴史学､ 政治学､ 経済学等々 の諸学問におい て 必要
不可欠である. ま して実践的政治家として活躍したシ ャ ト ー ブリア ンを取り
る.+ と記 して い るo op. cit. ,p354
30L
I
Aムcz･e nRerg.
･
m e etla Re
'
v olutlo nが発表されたの は1 8 5 6年の こ とで あり､ シ ャ ト ー ブリア ンが
voyage e nAm e
,
rL
･
qu eを発表する二九年後の こ とである o シ ャ ト
ー ブリア ン はトクヴィルより以前に､ 二
つ の 自由像を限定 して い たことになる｡
31 ジ ョ ル ジ ュ ･ ル フ ェ - ヴル 『1 7 8 9年 - フ ラ ン ス 革命序論』､ 高橋宰八郎他訳､ 岩波書店､ 東京､
1 99 8､ p.2 91参照
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扱う上で ､ 政治的自由の 問題を全く無視する こ とは不可能であ るo しか しな
がら本小論で対象とする自由像は､ トクヴィ ル が言うと ころ の ｢真の自由愛+
によ り追求されたそ れで ある｡ トク ヴィ ル は ｢なお真の自由愛は ､ (中略)
l
物質的な幸福だけを目的と して 生 じて い る とは ､ わ たく しは信 じて は い な
い ｡+ と著述 して い るo つ まり革命により達成された政治的自由の獲得によ
り民衆に保証された権利 ､ 物質的な恩恵の獲得が ､ 自由追求の最終目的で は
なく ､ また ｢全て の 時代に 釦 ､て ､ 若干の 人 々 の 心 を非常に強く自由に執着
さ せ て い るも の は ､ 自由の 物質的恩恵とは別に､ 自由の 引力､ 自由の魅力そ
の も の で ある ｡+ と考えて い る o フ ラ ン ス革命の最中に渡米 し､ 二 つ の 自由
の在り方を現地の体験から見出した
- 青年の姿は ､ トク ヴィ ル が言う ｢若干
の 人々+ の 一 員 として挙げられるだろうo 具体的な政治思想を抱懐する こ と
な しに､ 属 国へ と旅立 っ て い っ たシ ャ ト ー ブリア ンは真の自由愛を持ち､ 自
由の 理想像の探求を志向した の で あろう. それ故本小論で は ､ 若き シャ ト
ー
ブリア ンが探求し見出した自由の姿を考察するにあたり､ 革命期における政
治的 ･ 経済的自由像､ 民主 主義的自由の概念を追究する政治または経済思想
研究とは区別 し､ 展開して い く こ とを先に断っ て おくo
6 .2 自由の観察
旅行 の 目的として ､ 最初に挙げた目的､ フ ラ ンス か らの 逃亡 に つ い
て再検討して い こ うと思うo その 目的とは ､ フ ラ ンス 革命直後の パ リ にお け
る残忍野蛮な光景を目撃したシ ャ ト
ー ブリ ア ン が､ 狂気と化した民衆や社会
混乱に対し嫌悪感を抱くようになり､ その社会から身を引 こう と思 い 立 っ た
ところに拠るも の であ っ た o シ ャ ト ー ブリア ンが ､ 漠然と しながらも､ フ ラ
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ン ス か ら離脱しようと考える導因とな っ たも の は､ フ ラ ン ス 市民 が熱望して
い た自由､ 平等 ､ 博愛を希求した 1 78 9年の大革命で ある｡ そ の成功を信
じ､ その 成果 を期待したフ ラ ン ス 革命により ､ 彼は祖国を離れる決心をする
こ とにな っ た ｡ こ の 革命の裏切りにより ､ シ ャ ト ー ブリア ンは獲得で きなか
っ た ｢自由+ を ､ ア メ リカ に追求しようとした｡ 彼が ア メリ カに大 きな関心
を寄せて い たの は ､ 第 二 の 目的で ある ｢新興国ア メ リカ へ の 興味+ におい て
説明した通 りである ｡ フ ラ ンス を去 る決心 の要因が フ ラ ンス 革命に発端して
い るとい う こ とは ､ 彼が､ 少なか らずとも､ 政治的目的を自分の胸に秘めて
い たと考えられる｡ どの ような社会が人間に と っ て 最善 の自由を提供するの
だろうか｡ またその 自由の形とは どの ようなも の で あろうか｡ こ の ような問
題の答えを求める べ く､ シ ャ ト ー ブリ ア ンは渡米したと考えられろ. で は､
その政治的目的とは何で あるか を考えて み よう｡ シ ャ ト ー ブリ ア ン が自由を
追求するために､ アメ リカに在る自由の姿を観察する目的を持ち､ ア メ リカ
に渡 っ て い っ た､ とい うの は間違い ない ｡ 事実､ 彼の アメ リカ旅行には､ ア
メリカが自由を獲得した独立戦争の舞台で ある レ キジ ン トン 訪問が含まれ て
い た｡ そ の 訪問 の 様子 は 『アメ リカ旅行記』 に描かれて い る｡
J'alaie npelerin agea Bo sto npo u r s alu e rlepr e mier ch ampdebataille
delalibert6 amiricain e. 《J
'
ai vu1es ch ampsde Le xingto n;je m
'
y s uis ar reti
e n sile n c e
,
c o rr m ele v oyage u r atI XT he rm opyle s, a c o nte mplerlato mbede c es
gu emiersde sde u xM o nde s, qu l m O t m re ntl spr emie rspou robiir au xloisdela
-patrie. En foulant cette terr ephilo s ophiqu e qu l m edisait dam s s a m u ette
eloqu e n c e c o 皿 e ntl s e mplr e S S eP rde ntets
'61ev e nt
,j'aic o nfe s s6 m o n n6ant
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de v a ntle sloisdelaPr o vide n c e etbais si m o nfr o ntdam slapo u ssi主re･ })
32
彼は自由を獲得す る ために ､ ア メリ カ の 民衆が実際に血 を流した
戦場を訪れ､ そこ で 自由と引き換えに命を失 っ て い っ た人 々の自由に対する
熱情を身に しみ て知 っ た ｡ 彼がアメリカ の 自由獲得 の戦地 に見出 したもの は､
フ ラ ンス 革命同様､ 流血の戦場で あ っ た ｡ シ ャ ト ー ブリア ンが ｢アメリカに
おける自由の最初の戦場+ で あ る レ キ ジ ン トン を訪問 した理由は､ 彼が フ ラ
ンス で 耳にしたアメ リカの自由に対する憧れがあ っ たか らで あり､ そ の 自由
を勝ち取 っ た戦場を巡礼する こ とが､ 彼の 求める自由像を発見するために通
過しなくて はならな い儀礼で あると考えたからで あろう｡ しかし､ 実際に ア
メ リカにおける自由の獲得は ､ 決 して シ ャ ト ー ブリア ンが予想 して い たも の
で はなか っ た ｡ 彼が､ 自由獲得の闘争で落命した戦士たちの墓前で ､ その地
の静寂の内に ､ 自分の 求めた自由 へ の期待と夢とが打ち砕かれ ､ 自分の 無力
さ を痛感 し､ 頭を深々 と下 げる しかなか っ た ｡ シ ャ ト ー ブリア ンの 精神状態
は､ 自分 の理想が否定された こ とに よ る動揺と､ 自分 の信条を失 っ た失望に
ょり ､ 混乱 に陥っ て い た に違い な い ｡ しか し､ ア メリカ におい ても自由獲得
の現実世界を眼前にしたこ とに より､ シ ャ ト ー ブリ ア ン の 自由に対するイメ
l
- ジは､ 崩壊して しまうも の の ､ 新たな自由像を構築する主動因とな っ たは
ずで ある｡
ま た､ シ ャ ト ー ブリ ア ンはア メリカ に上陸して す そに､ 奇妙な光景
を目撃して い る｡ シ ャ ト ー ブリア ンが想定して い なか っ た人々に遭遇したの
である｡
32v.A.
,
da n s0 .R.V. , T.1,p.682
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De s c e ndu d'abo rdal
'
a uberge,Je PrlS e n S uite un apparte m e ntdam s u n e
′
pe n sio n oBloge aie ntde sdolo n sde Saint
- Do mlngu e, etde sFr an9alSim lgr e Sa V e C
d
'
a utr esidle squ ele s mien n es･ Un ete rr edeliberti offr ait un a sile a c e u xqu l
′ ′
fuyaientlaliberti: rie n n epr o u v e mie u xleha utpriⅩ de sin stitutio n sge n er e u s e s
qu e G ete xilv olo ntair ede spartisa n sdupo u v oir abs oludan sun epu r edim o c r atie･
33
シ ャ ト ー ブリア ン がア メ リカ の地 で出遭 っ たの は､ 絶対権力支持者､
っ まり反革命派の フ ラ ン ス 人であ っ た ｡ シ ャ ト ー ブリ ア ンは革命当時､ 革命
支持の姿勢をと っ て い た ｡ 革命が退廃 へ と導い た社会から逃亡するかの よう
に祖国を抜け出して きた彼にと っ て ､ その逃亡先で 自分の 立場と正反対の 立
場の 人間が い る とは想像して い なか っ た ｡ シ ャ ト ー ブリ ア ンが自由を求めて
アメリカ に渡 っ て きて い るの に対 し､ 反革命支持者はなにゆえに新しい 民主
主義国家に逃亡 して き たの で あ ろうか｡ 引用文の最後に彼の率直な意見が表
現されて い
､
る ｡ 民主主義理念に基づくア メリカ にお い て ､ 何人 に対 して も自
由が保証されて お り､ そ こ には 思想の相違で自由を判断する こ とはなく､ 当
然の こ ととして 万 人が自由を有し､ アメ リカは平等に万人を受容する こ とが
で きる｡ こ の制度を理解する方がよはど困難を極めるの で あ る ｡ こ の 体験か
ら､ シ ャ ト ー ブリア ン は自由の意味の幅広さを知 っ た . ドミ ニ ク ･ ジ ュ リ ア
ン Do minique Jullie nは著書の中で ､ ｢Au lo ng de s o nhistoir e, l
' Am irqu e e st
c616brie c o mm e un eterred
'
a silequ l a C C u eillele spr os crits etle sdisside ntsdeto u s
bo rds. C,estle v er s antpolitqu edu rev e amiric ain･
3 4
+ と述 べ て い るo つ まりア
33
M .0･T. , T.1,p･220
34
Do mlnlqueJullien, R dcitsdu No u v e a uMo nde,p･44, NA TH A N, 1 99 2
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メリカの自由とは､ 今日の アメリカ と同様に､ 独立当初からあらゆる人々 を
迎える準備がなされて おり ､ アメ リカにお ける自由の概念は､ アメリカ ン ド
リ ー ム として の政治的要素を有して い ると説明して い る ｡ すなわち､ 共和政
が採用され ､ 誰にでも均等な機会が保証されて い るア メ リカ社会で は､ 人は
そ の 才能と努力次第で成功 し､ 社会的 ･ 経済捌こ限りなく上昇で きる とする
考え方をす るアメリカ の 精神から考えると､ アメ リカ ン ドリ
ー ム とは､ アメ
リ カが容認する政治的ル ー ル と理解する こ とがで き､ い かなる者もその権利
を有する資格がある｡ それが何人も自由で あるとい う政治的側面になるとい
ぅの だ. シ ャ ト ー ブリ ア ンも ､ こ の 時､ ア メリカ ン ドリ
ー ム の政治的側面に
接 したの で あ っ た｡
アメリカ にお け る自由の概念が何たるかを実体験する こ とで ､ シ ャ
ト ー ブリア ン の アメ リカ体験は充実して くるo 自由を求める革命に より､ 祖
国が陥るに至 っ た混乱か ら逃亡 して きたシ ャ ト
ー ブリア ン は､ 新興国ア メリ
ヵの内に自由 の姿を見出そうと したo とこ ろが ､ アメリ カの 自由を体験 した
こ とにより､ 彼の うち にあ っ た自由像は崩壊し､ 新たな自由の概念 ､ 理想の
自由の形態を懸命に模索して い くo 彼の 自由の観察は様々に推移 しなが ら､
三 十六年の歳月 の後に ､ 彼はそ の解答を導き出す こ とで ､
一 応の結論を出し
l
た｡ その解答を明示する場として ､ アメリカ体験を綴 っ た
『アメリカ旅行記』
が執筆されたの で はな い だろうかo シ ャ ト
ー ブリ ア ンはその序文の中に記し
て い る｡
Le sdic o uv e rte sde Colomb, par1e u rs c o n s eque n c e squl
S ed6v eloppent
′
a uJOu rd
,hui
,
o nt6ti un e veritable rev olutio n, auta ntpo u rle monde m o ralq
u epo u r
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1e m o nde physiqu e : c
'
e st c e qu ej
'
a u rai l'o c c asion de divelopper dam sla
c o n clusio nde m o nVoyage･
35
コ ロ ン ブス の 発見は ､ 今 日の 成果 の 進展 か ら見ると､ 物質界と同 じ
く精神界にお い て も真の革命で あ っ た｡ それ こ そが､ 旅行記の結論部分で 展
開する ことになるもの である｡
コ ロ ン ブス の ア メリ カ発見以来､ シ ャ ト ー ブリ ア ンが アメ リ カに渡
航するまで ､ 新大陸は ､ それ まで の 旧世界には存在して い な い も の を提供し
て き た｡ 大航海時代､ 飛躍的に世界は拡大して い っ た ｡ ヨ ー ロ ッ パ の航港者
たちが次々 に新航路を発見し､ 新 しい も の を発 見する｡ 世界が広がる に つ れ､
我々 人類が どの ような進歩を成し遂げて い っ たの か を､ シ ャ ト ー ブリア ンは
上の 引用文 の直前で語 っ て い る ｡
D an sle v oyage mim equ l Vie ntala s uitede c etteprefa c e,JeParle rai des
change m e nts amivis e n Am 6riqu e. Je r e marqu er ai s e ule m e nticile s r6s ultats
di脱r e ntsqu
'
o nte u spo u rle m o ndele sdic o u v ert sde Colo mbetc ele sdeG am a.
L'e spe c eh umain e n
'
a r etire qu e pe u de bo nhe u rde s tr a v a u xdu
ヽ
n a vigatetwpo rtugais. Le s s cie n c e s, an sdo ute, o nt gagn6 ac e str a v a u x; des
erre u rsdegeogr aphic etdephysique ont 6t6ditruite s;le spe n s6e sdel
'horr m e s e
′
s o nt agr andie sa m es u r equ elaterr e s
'
e st6te ndu ede vantlui;ila pu c o mpar er
da v antage e n visitantplu sde pe uple s;ilaprlSPlu sde c o n sider atio npo u rlui一
町em e, e n V OyantC equ
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'
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quele sginir atio n spas sie sitaie nt m o rte s e nfants : c e s c o n n ais s n c es, cespe n see s,
c ette e xpe n e n c e, c ette e stim ede s oi, s o nte ntries co mm eilim e ntsge n e r a n xdams
′ ● ′ ′
la civiliv atio n;
36
三 大発明に より飛躍的に航海技術が発達し､ コ ロ ン ブ ス や ガ マ が世
界 の大海を走破 した時代からシ ャ ト ー ブリア ン の 時代に移ると､ 文明化 は飛
躍的に進んだ｡ ｢Le m o nde n e r e ss e mbleplu sa u m o ndede Colo mb･
37
+ と彼が明
言 して い るように ､ 航海技術は目覚しい発展を遂げた｡ 帆船から ｢海洋で は
逆風知らずで ､ 河川で は逆流知らずの+ 蒸気船 へ と､ 船舶の 主流が
一 変 して
おり ､ 難航と称された海を定期的に船が往来し､ 船の 設備も整えられ､ 航海
時間も短縮される｡ 嵐をも ろともせず､ 航海時間は大幅に短縮され ､ 簡素な
捕鯨船が南極 へ と出航 し､ さ らに十ケ 月間弱 の ｢世界遊覧の旅+ まで 登場 し
て い る､ とシ ャ ト ー ブリア ンはその 発達を説明して い る｡ こ の ように科学技
術は確実に進歩した｡ ま たその 発展は ､ 世界中を探索する こ とを可能に し､
それ に付随して ､ 世界 の至 ると ころ の 正確な地理を把握する こ とも可能にな
っ た ｡
しか しシ ャ ト ー ブリ ア ンは､ 単 に物質的な進歩ばかりで はなく ､ 精
t
神的な革命もあ っ たはずだと考えて い る｡ 精神的な革命とは､ 先の 引用 の 後
半部分に相当する箇所 で ある｡ 世界の 拡大は､ 人間つ まり民族､ 人種間の交
流が増大する こ とを意味して い る｡ シ ャ ト ー ブリ ア ンが言うには ､ 人と人と
の交流が人類を成長さ せ る｡ つ まり人類が交流すると､ そこに様々な文化､
思想､ 習慣が交錯する｡ そう した世界を体験する こ とにより､ 人間は向上し､
36
v.A. , dam s0.R.V. , T.1,pp･648
-649
37
v.A. ,dam s0 .R.V., T.1, p.66 0
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また思考を深化させ る こ とがで きる｡ シ ャ ト ー ブリア ン は ､ こ う した人間同
士 の交涜 の 発生 を精神界の革命とい う言葉で表現 して い る｡
しか しな が ら､ 人間同士 の交流に対して ､ シ ャ ト ー ブ リア ン は常に
肯定的とは限らな い ｡ 彼は直前 の 引用に続い て ､ 精神的な交流はなんどきも
有意義に働くも の なの で あろうか ､ と疑問符を投じて い る ｡
′ ●
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3 8
と い うように ､ 交流する こ とに より生 じる危険性に つ い て 注意を促
して い る｡ 個人 の 交流､ 民族な い し国家の交流にお い て は､ 文化の搾取が伴
う ､ と彼は考えて い る｡ ま た 一 方が優位的な立場で交流するの であれば､ 他
方の文化､ 精神 を消滅させ かね ない 事態が起 こ りうると危供して い る｡ 精神
界におけ る真の革命は ､ 人類の統合をもたらし､ また人類の精神的発展をも
ヨ8
v･A･ ,dabs O･R･V. , Tl ,p･6 49
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たらす可能性を秘めて はい るが､ その 反面､ 人類に支配と隷属の 関係を生み
出す危険性をも併せ持 っ て い る o 別 の箇所で も､ シ ャ ト
ー ブリア ン はその 危
険性につ い て ､ 警鐘を鳴ら して い る o
N ,o ublio n sFasto utefois que le c o ntin e nt r etr o u v eparG am a
n
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abim e･39
アメ リカ にお ける黒人奴隷は､ まさ に人類の 交流により生じた支障
の典型的卵 陀 ある. コ ロ ン ブス やガ マ の 時代から成長を続けて き た精神界
の発展は ､ 表面上は世界を融合する けれ ども ､ そ の 裏には ､ 世界に支配と隷
属の構図をもたら し､ 一 定の 社会を退廃させ かねない 危険性を備え るもの
へ
と推移して い っ たので あるo シ ャ ト ー ブリア ンはそ の構図をアメリカ に見た
で あろう し､ また彼自身の 父親が奴隷売買の船主で あ っ た こ とか ら､ 幼く し
てナ こ う した人間の搾取に対する反感を抱い て い た
こ とで あろうo
ア メ リカ発見がもたら した真の革命 の成果は ､ 物質界と精神界の栄
展で ある｡ 技術の飛躍的な躍進､ 世界の拡大に伴う人間精神の成長と文化 の
発展､ そうしたプ ラ ス面と表裏
一 体にある ､ 民族､ 国家レ ベ ル で の 支配と隷
属の関係の誕生と､ 固有文化の崩壊を促す危険性の双方を指摘したシ ャ ト
ー
ブリ ア ンが ､ マ イ ナス 面を考慮に入れながらも､ 自らの アメリカ滞在を通 じ
39v.A. ,daJIS 0.R.V. , T.1,p.6 49
- 133-
て体得したもの ､ それ こ そが先の 引用に 示 した よう に､ 旅行記で結論づ けて
い るも の で ある｡ やは り最終的に彼がア メリカに見出したもの は､ 自由で あ
つ た｡ しか し彼は自由という言葉だけで結論づ けなか っ た ｡ 結論で ､ 彼が見
出した自由の概念に関して記述する際､ 彼は こ の ように書き出して い る ｡
Le plu spr e cle u Xde stris o rsqu el
' Am irqu er e nfe rm aitdam s s o n s el n,
′ ■
c
'6taitlaliberti;chaqu epe uple estappeli apu s erdam s c ett min e ln ePuis able.
40● ′
･ シ ャ ト ー ブリ ア ン がア メリカ に滞在し､ そ こ で 吸収 し たもの か ら導
き出した結論の 冒頭で ､ アメ リカの持つ 財産として自由を発見 した こ とが書
かれ て い る｡ アメ リカに自由を見 る こ とは､ 渡米以前からシ ヤ ト∵ ブリ ア ン
が期待して い たこ とであ っ た ｡ アメ リカ には自由が存在し､ 国民に享受され
て い る｡ 彼が持 っ て い た自由の在り方は否定されて しまうが ､ フ ラ ン ス 国民
が持たぬ自由がア メリ カには存在し､ あ らゆる者が平等に そ の 自由を手にし
て い る状況`を見た｡ シ ャ ト ー ブリ ア ンは､ 平等に自由を有する こ とが国家に
お い て最高に価値の あるも の だ として ､ 新興国における自由の価値を再確認
した｡ しか し､ 彼がア メリカ の自由に関して語 っ た ことは これ だけで はない ｡
彼は ､ その アメ リカの自由の中に見出した新たな自由の概念を説明する｡ 先
の書き出しに続い て ､ 以下 の ように ､ シ ャ ト ー ブリ ア ン は自分が発見した自
由に つ い て 述べ て い る ｡
Ladic o uv e rte dela r6publiqu e r epr e s e ntativ e a u x宜tats- unis e st
′
40
v.Aリ dansO･R･V･ , T･1,p ･8 72
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シャ ト ー ブリ ア ン は 二 つ の自由を認めて い る o ｢慣習の所産として の
自由+ と ｢知識の所産として の自由+ と命名された二 つ の 自由であるo こ う
した立論には､ 彼の アメリカ体験が影響を及ぼ して い る｡ アメリカに渡航し､
そ の 異文化圏で社会や政治体制､ 文化 ､ 風土 な ど､ 未知な る世界を彼は体験
した｡ シ ャ ト ー ブリ ア ンが革命に関心を示し､ そ の 勃発に立会い ､ 直接的に
革命を体感 して い る こ とを考える と､ シ ャ ト ー ブリア ンがアメリカに魅せ ら
l
れ ､ 渡航する目的は､ 新大陸 へ の 憧慢やフ ラ ンス か らの 逃亡先とい うだけで
な く､ アメリカの実地調査､ 異国の政治的及び社会的側面､ とりわけ民主主
義国家として在 っ たアメ リカ における自由を観察 しようとする熱意を持ち合
わせ て い たように思える . そ れ故シ ャ ト ー ブリア ンは ､ 『アメリカ旅行記』
の結論部分で アメリカの 自由につ い て 言及したの だ｡
41v.A. , dam s0.R.V , T.1,pp.872-87 3
- 135 -
結び
シ ャ ト ー ブ リ ア ン が渡米 を計画して い た頃から､ ア メ リカ に自由を
求め て い た こ とは確か で ある｡ それ は フ ラ ンス の政治的､ 社会的動揺から､
彼 が ｢フ ラ ン ス には共和政 の自由はない+ と感じ取 っ て い たか らで ある｡ し
か し､ 本章の冒頭に列挙した目的が相絡まり､ シ ャ ト ー ブリ ア ンに アメ リカ
熱が生じ､ 異郷の 地 に斬新な発見があ るかもしれな い と い う ､ 漠然と した目
的だけで ア メ リカ渡航を決心 したとは考えられな い ｡ 回想録の申で ､ ｢L,abb6
Rayn al
42
a v aitpr oposi un prix po u rla s olutio nde c ette qu e stion : 《Qu ele s er a
l'influ e n c edelad6c o u v ert du No u v e a uM o nde s u rl' Ancien M o nde?43+ とあるよ
う に､ ヨ ー ロ ッ パ で は ､ 新世界が ヨ ー ロ ッ パ に及ぼした影響に閲すろ論議が
盛んに行われて おり ､ シ ャ ト ー ブリ ア ンもその 議論に加わり､ 新たに独立し､
自由を築き上げた国家が フ ラ ンス に 与えた影響と して ､ ｢自由+ とい う解答
を明確に持 っ て い たと言える ｡ アメ リカ旅行の道程に､ ア メリ カの 自由獲得
の戦場 レキジ ン トン 巡礼を加え､ またアメ リカか ら二 種類の <自由> を見出
し､ それ ぞれ を分析して い る こ とか らも ､ シ ャ ト ー ブリ ア ンが自由の 問題に
大きく関心を寄せて い た こ とが推測で きる ｡ 新 しい 自由の 形態をア メ′リカ に
見出そうとする目的､ フ ラ ン ス 人と して混乱に陥 っ た国家を再建する の に必
要な政治体制を見出す目的があ っ たか らこそ､ 新大陸 へ の 憶慣がさらに深ま
つ て い っ たの で はな い か｡ それ故､ 彼の渡航目的の う ちに ､ ある種の政治的
42
Rayn al(ab b e Guilla um e)1 713-1 79 6 フラン ス の歴史家. 哲学者. 哲学に身を捧げるため聖職を放棄 し､
ドル バ ックや エ ルヴ ェ シウス の サ ロ ン に出入りしたo 著書に､ Hz
･
stoirephilo sophiqu e etpolitiqu ede s
e
'
tabliss e m enfs etdu c o m m e r cede sEu r ope
'
eJ7Sda n sle gde u xIndes､ 『両インドにおけるヨ ー ロ ッ パ の植民地
及び通商の哲学､ 政治史』 がある ｡
43v･A･
,
dan sO･R･V･ , T･l, p.872 シ ャ ト ー ブリア ン が挙げたレナル神父の 論文は､ 1 7 8 3年にリヨ ン の
アカデミ ー 懸賞論文の課題として提案されたものである｡
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目的が存在して い たと考えても間違い はない ｡ もちろん､
一 つ の の 熟成 した
政治的見解として ､ 彼がア メ リカ滞在時に ､ 確固たる自由の概念を築き上げ
て い たとは断定で きない が ､ 革命に踏みにじられた 二 十代前半の若者が､ 自
l
分の理想を追求す べ く､ 渡米 する 目的と して考えれば､ 自由の 追求とい う渡
航目的に筋が通すこ とがで きるだろう｡ 政治的目的が絡まる こ とに より ､ シ
ャ ト ー ブリア ン を革命派から保守派 へ と転身させ た基盤が見えて くるので は
ない だろうか｡
- 137-
